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主な内容

　
三
ツ
峠
は
、
別
名
神
鈴
峰
（
み
す
ず
み
ね
）
と
呼
ば
れ
、
奈
良
時
代
、
役
の
行
者

（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
岳
信
仰
の
霊
山
で
あ

り
、
修
練
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
霊
山
を
復
興
し
た
の
が
江
戸
時
代
後
期
に
初
め
て
入
山
し
た
空
胎
上
人
（
く
う
た
い

し
ょ
う
に
ん
）
で
す
。
以
来
、
上
人
は
一
生
の
修
行
場
と
し
て
、
毎
月
八
日
、
十
七

日
、 

二
十
八
日
を
護
摩
修
行
の
日
と
決
め
て
精
進
し
ま
し
た
。

　
登
山
道
よ
り
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
小
さ
な
社
が
ひ
っ
そ
り
と
祀 

ら
れ
て
い
ま
す
。
神

鈴
権
現
社
（
み
す
ず
ご
ん
げ
ん
し
ゃ
）
は
、
か
つ
て
華
麗
で
彫
刻
が
多
く
施
さ
れ
た
建

物
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、 

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
空
胎
上
人
が
大
修
理
再
建
さ
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
鈴
峰
は
、
空
胎
上
人
が
「
災
難
を
除
き
、
幸
福
を
も
た
ら
す
」 

護
摩
修
行
を
行
っ

た
霊
験
あ
ら
た
か
な
山
で
あ
り
、
「
開
運
」
を
も
た
ら
す
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
神
鈴
の
碑
」(

み
す
ず
の
ひ)

は
、
三
ツ
峠
を
登
る
皆
様
、 

屏
風
岩
を
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
す
る
皆
様
、
そ
し
て
「
す
こ
や
か
交
流
館
ア
ー
ク
」
に
て
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
す

る
皆
様
、
総
じ
て
山
を
登
る
皆
様
の
無
事
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

山
梨

県
南

都
留

郡
西

桂
町
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沼
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　3歳以上児各年齢
ごと、様々な素材を使
いおみせやさんの品
物を作りました。当日
店頭には素敵な品物
が沢山並び、異年齢合
同の縦割り班
で、お買い物
を楽しみまし
た。

ガラスのペーパーウエイト作り 10月29日（月）

教育ファーム ～大根堀り・夕市・試食会～
11月13日（火）

七五三お宮参り　
11月15日（木）

おみせやさんごっこ 11月27日（火）・28日（水）

クリスマス飾り作り、
手織り体験・木の工作・落ち葉の工作など…

　色とりどりのガラスの
かけらを組合わせ、素
敵な作品になりました。
あしたばガラス工房さ
んに協
力して
頂きま
した。

　今 年度最後の教育
ファーム「大根堀り」を
年長、年中児で行いまし
た。
　大量の大根に夕市も大
盛況。とれたての大根を
使って、クッキングも楽し
みました。
　三ツ峠生産者組合の皆さん一年間お世話になりました。

　本町の諏訪八幡神
社にお参りに行きま
した。小さな手を合わ
せ、これからの健やか
な成長をお祈りしてき
ました。

小学校が2時下校の時に楽しみました！

川辺先生の「子育て塾」 11月22日（木）　
　リフレッシュを兼ねて『墨亭河童』さんの古典落語“じゅげ
む”と新作落語を聴き、まめ知識として「高座」と小道具など
についてもお話し頂きました。
　次回は3月9日（土）10～12時　参加をお待ちしています。

西

児

保

学

桂

童

育

童 ク ラ ブ

町

館

所

子 育 て 支 援 連 携 事 業
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「
町
民
参
加
と

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
交
流
館

ア
ー
ク
」
に
お
い
て
、
10
月
5
・

6
日
の
両
日
「
地
域
お
こ
し
名

人
・
達
人
サ
ミ
ッ
ト
in
西
桂
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
日
に
行
わ
れ
た
全
体
会
に

は
、
全
国
各
地
か
ら
3
0
0
人
に

及
ぶ
方
々
や
約
80
人
の
町
民
の
皆

様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
・
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
西
桂
の

課
題
や
魅
力
に
つ
い
て
、
活
発
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

6
日
の
移
動
分
科
会
で
は
、
町

の
郷
土
食
を
始
め
と
す
る
人
々
の

暮
ら
し
、
伝
統
文
化
や
産
業
な
ど

を
紹
介
し
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
と
町
民
主
体
に
よ
る
事

業
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
2
日
間
で
あ
り
ま
し
た
。

「
公
共
施
設
の
相
互
利
用
」

　

昨
年
11
月
か
ら
都
留
市
と
公
共

施
設
の
相
互
利
用
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
相
互
利
用
は
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
叶
え
、
利
用
率
、

稼
働
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
自

治
体
同
士
で
相
互
補
完
を
行
う
も

の
で
、
小
さ
く
て
も
で
き
る
安
全

で
豊
か
な
暮
ら
し
「
コ
ン
パ
ク
ト

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
タ
ウ
ン
西
桂
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
防
災
の

　
　
　
推
進
に
つ
い
て
」

　

山
梨
大
学
の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
下
暮
地
・
倉
見
地

区
の
山
際
を
中
心
に
雨
量
計
セ

ン
サ
ー
を
20
箇
所
増
設
い
た
し

ま
す
。
町
内
の
雨
量
、
温
度
、

湿
度
、
風
速
や
風
向
等
を
詳
細
に

し
、
大
雨
・
洪
水
等
に
よ
る
災
害

時
の
状
況
判
断
と
町
が
発
す
る
避

難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
等
に
対
す
る
町
独
自
の
判
断

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
、
将
来
的

に
は
種
ま
き
や
作
付
け
、
収
穫
等

の
農
業
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
25
日
、
富
士

山
噴
火
の
広
域
避
難
訓
練
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

町
防
災
連
携
会
議
の
構
成
員
40

人
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢
52
人
に

よ
り
、
広
域
避
難
先
に
指
定
さ
れ

た
中
央
市
及
び
昭
和
町
に
避
難

し
、
課
題
や
避
難
計
画
の
定
着
や

改
善
を
図
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
保
健
・
医
療
の
充
実
、

　
子
育
て
支
援
の
推
進
」

　

10
月
21
日
、
き
ず
な
未
来
館
を

会
場
に
「
第
6
回
福
祉
健
康
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

南
部
町
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
、

市
川
万
邦
先
生
に
よ
る
、
「
認
知

症
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
4
2
1
人
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
所
に
お
い
て
は
、

3
歳
未
満
の
入
所
児
が
年
々
増
加

し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
食
物
ア

　皆様には、希望に満ち
た新年をお迎えのことと、
心からお慶び申し上げま
す。
　昨年は、7月豪雨を始め
とする大型台風、さらには
９月に発生した北海道胆
振東部地震などにより、各
地で甚大な被害が発生い
たしました。
　これらの災害により、お
亡くなりになられた方々の
ご冥福をお祈りするととも
に、被災された方々や市町
村に心からお見舞いを申し
上げ、一日も早いの復旧・
復興が成し遂げられます
よう念願するものでありま
す。
　当町では、台風、地震な
どの自然災害の影響をほ
とんど受けることなく、実り
の秋から師走を迎えること
ができましたが、全国どこ
でも起こり得る大規模災害
に備え、防災・減災対策を
強化してまいります。
　また、日本全体が人口減
少社会に突入し、少子化
対策は最も大きな課題であ
ります。
　子どもは町の宝との思い
で、子育てに関わる施策を
一層進めてまいります。

レ
ル
ギ
ー
、
発
達
障
が
い
児
や
子

ど
も
の
貧
困
な
ど
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
子
育
て
世
代
の
抱
え
る
問

題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
状
況
に

対
応
で
き
る
質
の
高
い
保
育
を
提

供
し
、
多
様
な
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
に
お
い
て
、
「
子
ど
も

の
育
ち
を
支
援
す
る
町
」
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
町
を
あ
げ
て
「
子

育
ち
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
高
齢
者
・

   

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」

　

在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に

提
供
す
る
た
め
の
「
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
推
進
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
普
及

啓
発
を
図
る
た
め
、
都
留
市
の
水

島
医
院
院
長　

水
島
和
一
郎
先
生

に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
予
防
対
策
と
い

た
し
ま
し
て
、
脳
の
活
性
化
を
図

り
、
五
感
を
刺
激
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

認
知
症
予
防
教
室
の
開
催
を
計
画

し
、
介
護
予
防
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
環
境
保
全
・

     

循
環
型
社
会
の
構
築
」

　

昨
年
10
月
27
日
に
釣
り
人
（
ミ

ラ
イ
桂
川
）
47
人
、
町
民
27
人
、

役
員
21
人
の
計
95
人
の
参
加
と
協

力
を
得
て
、
桂
川
河
川
清
掃
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
収
集
さ
れ
た

桂
川
の
ゴ
ミ
は
可
燃
物
7
2
0 

kg
、
不
燃
物
1
7
0 

kg
、
粗
大
ゴ

ミ
3
3
0 

kg
、
計
1
,
2
2
0 

kg

と
な
り
、
大
多
数
は
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
ゴ
ミ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

清
掃
後
、
桂
川
の
河
川
と
護
岸

の
景
観
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
が
、
こ
の
景
観
を
少
し
で

も
長
く
維
持
で
き
る
よ
う
、
清
掃

活
動
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、
町
内

外
の
桂
川
流
域
住
民
の
皆
様
に

「
ゴ
ミ
を
河
川
に
流
さ
な
い
」
啓

発
活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
農
林
業
の
振
興
」

　

下
暮
地
区
か
ら
サ
ル
の
被
害
に

よ
る
要
望
を
受
け
、
猟
友
会
と
下

暮
地
区
、
地
権
者
の
協
力
を
得
る

中
、
大
竹
地
内
と
滝
入
地
内
に
大

型
捕
獲
檻
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。

　

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運

営
管
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
期
指
定
管
理
者
に
お
い
て
業
務

の
引
継
ぎ
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
4
月
か
ら
の
運
営
移
管
に
あ

た
り
、
支
障
が
出
な
い
よ
う
ス

ム
ー
ズ
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
ツ
峠
体
験
工
房
は
、

愛
好
団
体
の
活
動
拠
点
に
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
お

客
様
に
対
応
し
、
さ
ら
に
多
目
的

活
用
を
図
る
た
め
、
1
階
部
分
の

和
室
を
撤
去
し
体
験
ス
ペ
ー
ス
の

拡
大
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

「
道
路
交
通
網
・

   

公
共
交
通
体
系
の
確
立
」

　

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
整
備
事

業
は
、
現
在
施
工
中
の
高
速
バ
ス

停
付
近
交
差
点
拡
幅
改
良
工
事
に

続
い
て
、
倉
見
地
内
小
沼
二
工
区

の
狭
隘
な
区
間
に
つ
い
て
用
地
取

得
が
得
ら
れ
、
残
り
の
拡
幅
改
良

工
事
が
年
度
内
に
発
注
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
上
暮
地
工
区
に

於
い
て
も
、
県
道
拡
幅
改
良
工
事

が
1
日
も
早
く
完
成
し
、
国
道

1
3
9
号
の
渋
滞
緩
和
や
町
内
へ

の
通
過
車
両
の
減
少
、
あ
る
い
は

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
に
対
し
て
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
教
育
行
政
の
推
進
」

　

昨
年
６
月
に
発
生
し
た
大
阪
北

部
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
を
踏
ま
え
、
小
学
校
校
門
脇
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
、
フ
ェ
ン

ス
に
交
換
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
通
学
路
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
き
ま
し
て
も
、
住

宅
耐
震
改
修
事
業
補
助
金
を
設

け
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
工
事
費

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

更
に
、
小
学
校
普
通
教
室
の
エ

ア
コ
ン
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
、
夏
ま
で
に
整
備
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
児
童
・
生
徒
な
ど
の

通
学
の
安
全
性
を
高
め
る
と
と
も

に
教
育
環
境
を
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。

3

西桂町長

小　林　千　尋
chihiro　kobayashi

「子どもの育ちを支援する町」宣言風景

ブロック塀を撤去し小学校に設置されたフェンス

桂川河川清掃

移動分科会で地域の歴史を紹介

富士山噴火の「広域避難訓練」の様子

新年のあいさつ



三つ峠駅三つ峠駅
西桂町役場西桂町役場

蓄電可能型雨量計センサー

設置場所

19

18
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16
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12
13
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8

63

2

1

5
7

4

9

11

20

富士
急大
月線

中
央
自
動
車
道

富士急大月線

町営月夜の平団地

西桂小学校
宝養寺

一乗寺

西桂分遣所

町営入田団地

仏眼寺

とうざんの里

三ツ峠グリーンセンター

西桂中学校

いきいき健康福祉センター

三ツ峠さくら公園
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雨量計センサー設置の様子

　
こ
の
度
、
町
内
の
雨
量
を
詳
細
に
知
る
た
め
に
、
山
梨
大

学
気
象
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
、
雨
量
計
セ
ン
サ
ー
を
現
在
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
町
内
５
箇
所
に
加
え
、
さ
ら
に
20
箇
所
に

増
設
し
ま
す
。

　
大
雨
・
洪
水
に
よ
る
災
害
時
の
状
況
判
断
と
避
難
準
備

情
報
・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
等
の
判
断
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

ソーラーシステム
（蓄電可能）を
利用するので、
電源不要です。

設置にあたり、
ご協力いただきました
地権者の方々 に対し、
感謝申し上げます。

蓄
電
可
能
型

雨
量
計
セ
ン
サ
ー
　

　
を
設
置
し
ま
す

蓄電可能型雨量計センサーを設置します
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1 募集内容

　 

2 要　　件  （1） 資格要件　中学校用務員:普通自動車免許　
   （2） 住所要件　西桂町内に住所を有する方　
   （3） 年齢要件　昭和33年4月2日以降生まれの方
   （4） そ の 他　 手荒れ、花粉症がひどくない方

3 処　　遇　 日額6,600円　その他手当支給・社会保険加入・年次休暇有り
4 申込方法
（1） 受付期間　 平成31年1月9日（水）から1月18日（金）まで

   ※受付時間は、午前8時30分から午後5時15分まで
   ※土・日・祝日を除きます。

（2） 申込方法　 履歴書（市販のもの・写真貼付）を、西桂町役場総務課（役場庁舎2階）へ  
   提出して下さい。

5 採用方法　 口述（面接）試験

6 問合せ  総務課総務係　☎ 25-2121

平成３１年度採用の臨時職員を募集します。

当
日
投
票

日
時
◆ 

平
成
31
年
1
月
27
日（
日
）

　
　
　 

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

場
所
◆ 

き
ず
な
未
来
館

期
日
前
投
票

日
時
◆
平
成
31
年
1
月
11
日（
金
）〜
26
日（
土
）

　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所
◆
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
三
ツ
峠

　
　
　
　
※
投
票
日
に
予
定
の
あ
る
方
は
、

　
　
　
　
　
期
日
前
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
等
投
票
の

お
知
ら
せ

重
度
の
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
が
必
要
な
方

で
、
投
票
所
に
行
け
な
い
方
が
、
事
前
の
請

求
に
よ
り
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

次
の
方
に
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方

1
．
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
両
下
肢
や
内
臓
機
能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度
の

障
害
が
あ
る
方

2
．
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
で
あ
る
方

 

〜
代
理
記
載
制
度
〜

　◇
郵
便
等
投
票
を
す
る
時
に
、
代
理
の
方
が
投
票
用
紙
に
記

載
で
き
る
制
度
で
す
。

　
対
象
　

郵
便
等
投
票
の
１
ま
た
は
、
２
（
右
記
）
と
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢
ま
た
は
、

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
の
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
上
肢
ま
た
は
、
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
方

※
郵
便
投
票
に
よ
る
投
票
用
紙
の
交
付
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

４
日
前
ま
で
で
す
（
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
な
い
と
交

付
請
求
が
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
）
の

で
、
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

職種（募集人数） 業務内容 勤務内容等

中学校用務員（1名）
西桂中学校に勤務し用務員

業務、給食配達等をします。

週 5日勤務

保育所給食調理員（1名）
西桂保育所に勤務し、給食

調理をします。
週 5日勤務
（土曜勤務あり）

学校給食調理員（1名）
西桂町学校給食センター

（西桂小学校横）に勤務し、

給食の調理等をします。

基本的に週 3日勤務
（月・水・金）

問合せ 
西桂町選挙管理委員会  
☎ 25-2121

山
梨
県

知
事
選
挙
の

お
知
ら
せ

西桂町
臨時職員募集

大
切
な
一
票
で
す
。

棄
権
せ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

当
日
投
票
で
き
な
い
場
合
は

期
日
前
投
票
を
！

西桂町臨時職員募集 山梨県知事選挙のお知らせ
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Clean up!!

Congratulations!!

除雪計画中学生表彰・協働事業

中学生税金弁論大会及び中学生
税についての作文受賞者のお知らせ

　大月税務署管内租税教育推進協議会主催による「第 33 回中学生による税金弁論大会」が平成 30 年 11 月 13 日、
富士吉田市立明見中学校で開催され、西桂中学校生徒が優秀賞及び山梨放送賞を受賞されました。
　また、租税教育の一環として、全国納税貯蓄組合連合会と国税庁の共催で毎年「中学生の税についての作文」を募
集しており、平成 30 年度において西桂中学校生徒 3名の作文が各賞を受賞されました。

（集合写真右から）
西桂町長賞
　西桂中学校 3年
　古屋奏美 さん
大月税務署管内租税教育推進協議会優秀賞・
山梨放送賞・大月税務署管内納税貯蓄組合会
長賞
　西桂中学校 3年
　小川千幸 さん
西桂町教育長賞
　西桂中学校 3年
　前田有香 さん

フジコン株式会社山梨事業所と清掃活動を実施しました
　平成 30 年 10 月 11 日（木）、フジコン株式会社山梨事業所は町と協働で下暮地区内と三つ峠駅周辺の清掃活動を
行いました。
　今回で 8回目となる町とフジコン株式会社山梨事業所との清掃活動は、フジコン株式会社大島社長をはじめ、従業員、
町職員の総勢約 50 名で清掃を行い、清掃箇所一帯の景観・環境保全を図るとともに、歩行者の安全を確保すること
ができました。
　町では、地域の皆さまとの協働のまちづくりの精神を大切にしながら、美しい環境づくりに努めています。

清掃活動に参加したフジコン株式会社山梨事業所の
従業員の皆さまから寄せられた声

・今回で 8 回目の清掃活動になりますが、以前
よりも雑草やゴミの量が少なくなってきてい
ると感じます。継続してきた成果だと実感し
ました。

・町民の方から感謝の言葉をいただき、この活
動が地域に少しずつ根付いていると思いまし
た。

西桂町協働事業提案制度とは…

　町民などとの協働による自治を推進するた
め、また地域課題の解決などを目指すために町
民などと町が協力・連携し、目的達成に向けて
取り組むための制度です。
お問い合わせ先
総務課企画係　☎ 25-2121

　 
平
成
30
年
度 

西
桂
町
除
雪
計
画

　

平
成
26
年
の
記
録
的
大
雪
で
は
、
観
測
史
上
最
高
の
積
雪
量
１
４
３
c
m
（
河
口
湖
測
候
所
）
を
記
録
し
ま
し
た
。
本

町
で
も
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
遮
断
に
よ
る
孤
立
地
域
の
発
生
又
は
食
料
や
燃
料
の
不
足
、
家
屋
等
の
損
壊
被
害
、
雪

崩
発
生
に
よ
る
一
部
地
域
の
避
難
指
示
・
勧
告
の
発
令
な
ど
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
局
面
を
、「
共
助
」
の
精
神
に
よ
り
多
く
の
町
民
の
方
々
が
地
域
を
支
え
あ
い
、
こ
の
歴
史
的
大
雪
を
大
き

な
混
乱
も
な
く
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

年
度
も
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

   

除
雪
・
凍
結
路
面
対
策
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
冬
季
の
降
雪
の
状
況
に
応
じ
て
町
道
の
除
雪
・
凍

結
防
止
剤
散
布
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

　

   

除
雪
に
つ
い
て

●
除
雪
す
る
路
線

◎
第
1
次
除
雪
体
制

　

町
内
の
主
要
幹
線
町
道
（
地
域
防
災
計
画
で
指
定
す
る

避
難
路
及
び
緊
急
輸
送
路
）
を
中
心
に
総
延
長
35
k
m
を
、

積
雪
15
c
m
を
目
安
に
委
託
業
者
に
よ
り
除
雪
を
行
な
い

ま
す
。

◎
第
2
次
除
雪
体
制

　

気
象
条
件
等
に
よ
り
、
住
民
生
活
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
主
要
幹
線
町
道
及
び
交
差
点

等
の
排
雪
（
雪
を
ダ
ン
プ
カ
ー
等
で
運
び
出
す
）
作
業
を
行

な
い
ま
す
。

●
自
宅
周
辺
の
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

各
ご
家
庭
の
雪
か
き
も
大
変
な
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

自
宅
周
辺
道
路
の
雪
か
き
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
除
雪
機
械
が
作
業
し
て

い
る
周
囲
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
道
路
脇
の
雪
溜
ま
り
除
去
に
ご
協
力
を

　

除
雪
委
託
業
者
は
作
業
の
効
率
を
考
慮
し
て
除
雪
順
路
を

決
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
の
道
路
脇
（
玄
関
先
等
）
の
雪
溜
ま

り
の
除
去
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

   
凍
結
路
面
対
策
に
つ
い
て

●
主
要
幹
線
町
道
へ
の
対
応

　

町
で
は
、
路
面
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
坂
道
、
交
差
点
、

日
陰
道
な
ど
に
つ
い
て
は
、
路
面
凍
結
時
や
凍
結
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
、
凍
結
防
止
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。

●
主
要
幹
線
町
道
以
外
の
町
道
へ
の
対
応

　

各
区
の
要
請
に
よ
り
凍
結
防
止
剤
を
区
の
役
員
さ
ん
に
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
、
散
布
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
通
学
路
へ
の
対
応

　

保
育
所
、
学
校
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
保
護
者
会
、

P
T
A
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
凍
結
防
止
剤
散
布
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
凍
結
防
止

剤
と
し
て
使
用
し
、
雪
を
と
か
す
目
的
で
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

   

町
民
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

●
道
路
上
及
び
公
共
施
設
の
駐
車
場
等
に
車
両
も
し
く
は
物
件

の
放
置
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
遅
延
、
歩
行
者
及
び
通
行
車

両
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
民
有
地
の
樹
木
等
が
路
上
に
倒
れ
通
行
の
支
障
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
で
事
前
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い

　

雪
害
等
に
よ
り
路
上
に
倒
れ
通
行
に
支
障
と
な
っ
て
い
る

樹
木
に
つ
い
て
は
町
で
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。

●
除
雪
作
業
で
耕
地
等
へ
の
排
雪
に
よ
り
砂
利
等
が
耕
地
に
入

る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
屋
敷
等
か
ら
車
道
へ
雪
を
投
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

　

道
巾
が
狭
く
な
り
通
行
に
支
障
が
出
ま
す
の
で
、
投
げ
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
側
溝
・
用
水
路
な
ど
へ
は
絶
対
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　

側
溝
・
用
水
路
な
ど
に
雪
を
捨
て
る
と
、
除
雪
時
の
作
業

事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
合
せ
﹈　

建
設
水
道
課　

建
設
係

　
　
　
　
　

☎
 ２
５ｰ

２
１
２
１
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　　  危険なブロック塀などの撤去費用の一部を助成します

　道路や公園など、不特定多数の方が利用する
土地に面したブロック塀などのうち、地震発生
時において、倒壊や転倒により通行人などに被
害を与える恐れのある塀を撤去する場合、撤去
費用の一部を補助金として受けることができま
す。
　また、本制度は平成 30年 4月 1日以降、撤
去工事を実施した方についても、補助対象とみ
なし補助金を受けることができます。

［補助対象］ブロック塀、石塀、れんが塀など
のうち、次の条件を満たすものの撤去工事
・道路、公園、広場、公共建築物の敷地など、
不特定多数の人が利用している土地に面して
いる

・高さ1メートル以上（擁壁の上にブロック塀
などが設置されている場合は、擁壁を含む高
さが 1メートル以上かつブロック塀等の高さ
が 30センチメートル以上のもの）

［補助対象者］補助対象となるブロック塀など
の所有者または管理者
［補助額］①「ブロック塀などの撤去工事に要
する経費」、または②「撤去するブロック塀な
どの延長に1mあたり1万円を乗じた額」を比
較していずれか少ない額（一敷地 15 万円が上
限）
　補助金を受けたい場合や、不明な点がある場
合は問い合わせください。
［問合せ］　建設水道課　☎  25-2121

「富士北麓地域合同企業就職セミナー」
への参加企業を募集します !!

　本町では、地元富士北麓地域での就労に関心
のある学生及び社会人を対象とした、「合同企
業就職セミナー」の開催を、平成 31年 3月 5
日（火）に予定しております。
　これに伴い、当日のブースにて企業紹介や求
人案内を行っていただける、町内及び周辺市町
村内に事業所、支店又は工場のある企業を下記
のとおり募集いたします。
　本年度におきましても周辺市町村の就職支援
担当者と連携し、富士北麓地域（富士吉田市・
西桂町・忍野村・山中湖村・鳴沢村・富士河口
湖町）として開催いたします。
［日時］平成 31年 3月 5日（火）午前 10 時
～ 12 時及び午後 2時～ 4 時の 2 部構成（受
付は各開始時間の 30分前から）
［会場］ハイランドリゾートホテル＆スパ「バ
ンケットホール」
［参加対象者］地元富士北麓地域での就労に

関心がある学生（平成 32 年春、大学・短大・
専修学校を卒業予定の方）、及び社会人
［内容］参加対象者との個別面談方式による企
業紹介
［参加費］無料
［申込方法］下記担当まで、電話又は電子メー
ルにて連絡いただければ、参加申込書類を郵送
いたします。到着後に必要事項を記入の上、返
送又は提出をお願いいたします。
　また、参加希望企業多数となった場合、平成
31年春の新規採用予定者数が多い企業から選
定させていただきますのであらかじめご了承く
ださい。
［申込締切］平成 31年 1月 29日（火）
［申込受付担当］西桂町役場産業振興課　
☎  25-2121
［E-mail］sangyou@town.nishikatsura.lg.jp

「緑の募金」へのお礼とご報告

　各区役員のみなさんにご協力頂き行いまし
た、「緑の募金」の総額が 258,200 円となりま
した。
　ご協力ありがとうございました。
　この募金は、（公財）山梨県緑化推進機構へ送
金し、平成31年の緑の募金事業に使われます。
　西桂町では、「緑の募金」交付金を活用し、
緑化推進事業・学校林整備推進事業・緑の少年
隊育成事業を行っています。

武蔵野大学による柿園地区郷土公園
憩いの場計画について

　武蔵野大学西桂町地域福祉推進プロジェクト
では、柿園地区にある郷土公園において、町民
の皆さまにきれいな花壇を楽しんでいただこう
という思いから、公園に花壇を設置し花を植え
ました。定期的に学生たちが西桂町に足を運び
ますが、公園に訪れた際には水やりのご協力を
お願いします。
［郷土公園］
西桂町小沼 224-2
（カーショップ
ツルタ西桂店裏）
［問合せ］
総務課　企画係
☎  25-2121

親子料理教室参加者募集

［期日］平成 31年 1月 19日（土）
［時間］午前 10時～午後 1時
［場所］いきいき健康福祉センター2階調理室
［メニュー］
・豚肉と小松菜のまぜご飯
・焼き春巻き
・スープ
・じゃがいものガレット
・フルーツババロア
［対象者］
保育所年長児から小学 6年生までのお子様と
そのご家族
［定員］14 組（先着順）事前予約制
［参加費］無料
［持ち物］エプロン、三角巾
［申込み・問合せ］
いきいき健康福祉センター　☎  25-4000
　西桂町食生活改善推進員さんによる料理教室
です。
　ご家族での参加も大歓迎です。
　是非お父さんも、この機会にご参加ください。

献血へのご協力ありがとうございました

　12 月 6日（木）いきいき健康福祉センター
におきまして、西桂町献血推進協議会及び三ツ
峠クラブによる献血が実施されました。
　一般的には、若年層の献血離れが進み、献血
量が減少傾向にあります。特に冬場は献血量が
少なく、慢性的な血液不足と言われていますが、
住民の方や事業所の従業員の方々など、多くの
方にご協力頂きました。当日は 128 名の方が
足を運んで下さり、内 107 名の方に献血をし
て頂くことができました。
　また日赤奉仕団と商工会による受付業務の協
力や食生活改善推
進員会による食事
の提供がありまし
た。
　西桂町の献血は
毎年 8 月と 12 月
に実施いたします
ので、来年も変わ
らぬご協力をお願
いいたします。

募金内訳
倉見 60,600 円

柿園 58,600 円

本町 20,000 円

上町 65,000 円

下暮地 54,000 円

合計 258,200 円
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□大月税務署からのお知らせ
［問合せ］〒 401-8502　大月市御太刀 2-8-10　☎ 0554-22-3151（代表）
※お電話は、自動音声によりご案内しており、担当者がご用件にお答えします。

申告書作成会場の開設期間

●上記期間以外は、税務署の申告書作成会場は開設していませんのでご了承ください。
●会場開設日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が予想されますのでご了承ください。
●当署の駐車スペースには限りがございますので、極力お車での来署はご遠慮ください。（駐車の際、お待ちいただ
く場合があります。）

●税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんのでご了承ください。
●会場が混雑している場合には、受付を早めに締め切ることがありますので、なるべくお早めにお越しください。

税理士による無料申告相談 ～申告書を作成できます～

　申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」を実施しますのでご利用ください。

●会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
●小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・個人消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興特別所得
税の申告書（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）を作成して提出できます。申告書等の提出
のみの場合は、直接税務署にお持ちいただくか、郵送にてご提出ください。

●ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、筆記具、計算器具、印鑑及びマイナン
バーに係る本人確認書類（①マイナンバーカード又は②通知カードなどの番号確認書類及び身元確認書類）の写し
等をご持参ください。

税理士による年金受給者及び給与所得者に対する無料相談

［日時］2 月 21 日（木）午前 10 時～正午、午後 1時～午後 4時
［会場］富士吉田市民会館　3階市民ギャラリー
　小規模納税者の所得税及び復興特別所得税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興特別所得税の申告書を
作成できます。（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）　
［問合せ］東京地方税理士会大月支部事務局　☎  0555-22-8481

医療費控除について

医療費控除は領収書が提出不要となりました
　平成 29 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに“医療費控除の明細書”の添付が必要となりました。
※ 1 医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要が
あります。（税務署から求められたときには、提示
又は提出しなければなりません。）

※ 2 医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付
すると、明細の記入を省略できます。（医療費通知
とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知
らせ」などです。）

（注）平成 29 ～ 31 年分までの確定申告については、
医療費の領収書の添付又は提示によることもで
きます。

□「はたちの献血キャンペーン」
　冬期は献血者が減少しがちです。安定的に安全な血液製剤を確保するため、新たに成人式を迎える「はたち」の若
者を中心に、皆様の献血へのご協力をお願いします。
　血液製剤の多くはがん治療に用いられますが、少子高齢化社会の日本では、血液製剤を必要とする人が増加する一
方で、献血可能な若年層が減少します。献血できる多くの方々に、長期的に協力して頂くことが必要になっています。
　山梨県内では、甲府の献血ルームや献血バスで献血ができます。身近な命を救うボランティアとして、足を運んで
みませんか。

献血バス

　山梨県赤十字血液センターのホームページで献血バスの運行スケ
ジュールを確認できます。
https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/yamanashi/index.html

献血ルーム

［会場］甲府市丸の内 1-16-20　ココリ 2階

□横断歩行者を保護しましょう !!
　横断歩道は、歩行者が優先です。
　横断歩道を渡ろうとする歩行者がいたら、車を停止
して横断してもらいましょう。
　歩行者は、横断歩道を渡るようにしましょう。

大月警察署

□「シニア世代　合同就職面接会」
［開催日時］平成 31 年 1 月 22 日（火曜日）
午後 1時 30 分～ 4 時
※受付開始時間　午後 1時 15 分～（時間内随時受付）
［開催場所］ベルクラシック甲府　3階グレース
［参加対象者］55 歳以上で就労先を探している方
［問合せ］やまなしシニア世代就労推進協議会
☎  0552-23-1777

開設期間 会　場 所在地 時　間

2月 18日（月）～
3月 15日（金）

※土、日を除きます。

大月税務署
3階

大月市御太刀
2-8-10

大月地方合同庁舎

［受付］
午前8時 30分から午後4時
（提出は午後5時まで）

［相談］
午前9時から午後5時

期　間 会　場 所在地 時間

2月 4日（月） 富士河口湖町役場
コンベンションホール

富士河口湖町船津
1700

午前 10時～正午
午後1時～午後3時

2月 5日（火）
2月 6日（水）

富士吉田市民会館
3階会議室

富士吉田市緑ケ丘
2-5-23

2 月 7日（木）
2月 8日（金）

上野原市もみじホール
2階会議室

上野原市上野原
3832

インフォメーション
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行事予定 ／人のうごき

1月の納税
●町県民税　　　　　　  4 期
●国民健康保険税　　　  7 期
●介護保険料　　　　　  5 期
●後期高齢者医療保険料  7 期

2月

 1月

慶　

弔

西桂町議会12月定例会録画放送
1月6日（日）11チャンネル、正午及び午後8時
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おくやみ（死亡） 親族

柿　園 高尾 たみよ 菊男
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11 月届出

赤ちゃん広場「保健師」
日  時 1月22日（火）AM10:30～11:30

場  所 きずな未来館

対  象
1歳未満児のお子さんと保護者（1歳
の誕生日を迎えて以降のお子さんと
保護者も可）

内  容
今月の赤ちゃん広場は「保健師」
のお話会です。子育ての悩みを
皆さんと一緒に解消しましょう。

お話の会
日  時 1月10日（木）AM10:30～

場  所 きずな未来館

内  容 絵本の読み聞かせ会です。是非ご参
加ください。

1月誕生会
日  時 1月29日（火）AM10:30～

場  所 きずな未来館

内  容
誕生児のお友達を皆さんで、お祝いし
ましょう!
☆事前申込みをお願いします。

土曜開放日
日  時 1月19日（土）AM10:00～PM3:00

場  所 きずな未来館

内  容 たくさんの方のご利用お待ちしていま
す｡

その他取り組み

☆支援センターでは毎月、造形遊び、手遊び歌
遊びなどの親子で楽しむ時間があります。来
館の際は、是非ご参加ください。

親子フィットネス
日  時 1月16日（水）AM10:30～11:30

場  所 きずな未来館

講  師 Venus Life 天野健一先生

対  象 未就園児とその保護者

参加費 300円（年間登録料として）

持ち物

汗拭きタオル、水分補給用飲み
物等　動きやすい服装でお越し
ください。
☆事前申込みをお願いします。

リトミック遊び
日  時 1月31日（木）AM10:30～

場  所 きずな未来館

内  容 親子でふれ合いながら、様々な音、リ
ズムに親しみましょう!

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 2 3 4 5

　 ☆元旦
◯ごみ収集なし
町内一周神社
初詣マラソン
am9：00～
（きずな未来館駐車場）

◯ごみ収集あり 消防出初式
am9:30～
（中学校グラウンド）

6 7 8 9 10 11 12
ベビーマッサージ
am10:30～11:30 
（きずな未来館）

ヨガ教室
pm8:00～9:30 
（いきいき健康福祉センター）

ふれあい健康相談
am10:00～12:00
（ふれあいサロン三ツ峠）

母子相談・母子手
帳交付日
am9:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

お話の会
am10:30～
（きずな未来館）

3学期始業式
（小中学校）

ランラン教室
am9:00～11:00
pm1:00～3:00
（きずな未来館）

中学校図書館一
般開放日
am10:00～12:00
pm1:00～3:00

13 14 15 16 17 18 19
西桂町成人式
am10:00～
（中学校多目的ホール）

☆成人の日
◯ごみ収集なし

行政相談
pm1:30～3:00
（※会場変更→役場）

ヨガ教室
pm8:00～9:30
（いきいき健康福祉センター）

親子フィットネス
am10:30～11:30
（きずな未来館）

1歳6ヶ月児健診
pm1:15～
（いきいき健康福祉センター）

生活発表会
（ひまわり組）
（保育所）

母子相談・母子手
帳交付日
am9:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

生活発表会
（らいおん組）
（保育所）

支援センター土
曜開放日
am10:00～pm3:00
（きずな未来館）

生活発表会
（年中児）
（保育所）

20 21 22 23 24 25 26
赤ちゃん広場
「保健師」
am10:30～11:30
（きずな未来館）

ヨガ教室
pm8:00～9:30
（いきいき健康福祉センター）

生活発表会
（年小児）
（保育所）

離乳食教室
～ゴックン期～
am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

離乳食教室
～モグモグ期～
am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

児童館休館
中学校図書館一
般開放日
am10:00～12:00
pm1:00～3:00

27 28 29 30 31 1 2
山梨県知事選挙
投票日
am7:00～pm8:00
（きずな未来館）

1月誕生会
am10:30～
（きずな未来館）

ヨガ教室
pm8:00～9:30
（いきいき健康福祉センター）

乳児健診
pm1:00～
（いきいき健康福祉センター）

未満児の会
（保育所）

リトミック遊び
am10:30～
（きずな未来館）

マタニティクラス
am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

豆まき
（保育所）

ランラン教室
am9:00～11:00
pm1:00～3:00
（きずな未来館）

新入園児一日入園
（保育所）

3 4 5 6
お話の会
am10:30～
（きずな未来館）

ヨガ教室
pm8:00～9:30
（いきいき健康福祉センター）




